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第32回 「WE LOVE トンボ」絵画コンクール 

白方小６年 照沼龍星さんが文部科学大臣賞（小学6年生の部）を受賞！！

　第32回「WE LOVE トン
ボ」絵画コンクールで、白
方小学校６年の照沼龍星
さんが、文部科学大臣賞
に輝きました。
　照沼さんは７月の早朝、
祖父と散歩中に水田でトンボの羽化を見
ました。何時間もかけて広げた羽根が、
光に反射して七色に輝く姿が美しく、自由
に飛ぶ姿はまるで天女の羽衣をまとって
いるかのように感じたといい、“この感動
を伝えたい”と思いながら描いたそうです。

【審査員講評】
　緑の葉っぱに溶け込ん
だピンクの羽衣トンボが
舞う世界に、思わず引き
込まれます。トンボの羽
を、天女の羽衣のように
柔らかさと透明感が出る
よう工夫して描きました。
葉っぱの配置、トンボの
動き、色の組み合わせな
ど、デザイン性・装飾性
もレベルの高い作品です。

第32回 文部科学大臣賞（小学6年生の部）
「羽衣トンボの住む風景」
白方小学校６年　照沼 龍星さん
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